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  生徒の育成を目指す 

                   
                      この教育目標のもと 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 すすんで学ぶ生徒 

心豊かな生徒 

健康でたくましい生徒 

 

 

「生徒第一義」の学校 
～持続可能で発展的な魅力ある教育活動の実践～ 

目指す学校 

   目標を実現するため、 

ワンチームとなって取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ワンチーム」とは 

生徒  保護者  地域    

 

学校 

目標達成のための具体的方策 ※詳細は学校 HPに記載してございます。ご覧ください。 

(1)人権尊重   “生徒も保護者も教職員も地域の方々もみんな大切な存在” 

(2)安全第一   “安全安心があってこそ教育が始まる” 

(3)学習指導   “誰一人取り残さず、学び続ける生徒を育てる” 

「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善 

「思いやりの心」を育成する道徳教育の推進 等 

(4)生活指導   “厳しさの中に優しさ・温かさを秘めた指導” 

様々な自己選択や自己決定の機会の提供と適切な指導と援助  

深い生徒理解に基づき、生徒の内面に迫る指導 等 

(5)進路指導   “生徒の未来は、この国の未来につながっている” 

(6)健康指導（保健給食） “健全な生活の中で心と体の成長を促す” 

(7)特別支援教育 “一人一人にきめ細かく寄り添う心としくみを” 

(8)特別活動   “人との関わりの積み重ねで生徒は成長する” 

(9)校内研修   “教員の力が伸びれば、生徒の力も伸びる” 

令和４年度・人権尊重教育推進校 研究発表の成果を継続・発展 

(10)地域・保護者との連携  “この地域を愛する生徒を育てる” 

(11)学校運営  “この区で、またこの学校でずっと働きたい教員を育てる”  

(12)服務の厳正 “服務事故ゼロは教育活動の「源」点” 
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松江第二中学校での学習  
 

１ 中学校への入学は新しい自分を創造する大きなチャンス 

(１) 新しい教科が始まります。(苦手意識を克服するチャンス) 

   ◎新しく増える教科 ・・・技術・家庭科 

   ◎呼び方が変わる教科・・・外国語(英語)、数学、美術、保健体育 

 

(２) 休み時間、授業時間や清掃する時間帯が変わります。 

   ◎小学校の 45分授業が 50分授業に変わります。中休みがなくなります。 

   ◎清掃が昼清掃ではなく、帰りの学活後に行います。 

 

(３) 授業によって先生が入れ替わります。(学習に集中するチャンス) 

   

(４) 定期考査があります。(学習習慣を身に付けるチャンス) 

◎各学期に 1回の定期考査があります。 

 

    ◎定期考査や単元テスト・小テスト等は、評価・評定を行うための判断材料の一つです。 

また、家庭での学習習慣の定着、自己の学習状況を振り返る一つの節目です。 

 

２ 松江第二中学校の授業 

教科名 各 教 科 の 学 習 内 容 

国 語 

文学作品、説明文等の読解を通して、情報を得る方法、相手に自分の考えを伝える方法 

（作文、グループディスカッション）を学びます。文法、漢字学習、毛筆等の国語学習の 

基礎知識も身につけます。 

社 会 

1，2 年生「地理・歴史」3 年生「公民」の 3 分野に分かれ、小学校よりも専門的に学ん

でいきます。「地理」では日本や世界の様子、「公民」では政治や経済について学びます。

地図を読む面白さや歴史上の人物をイメージする楽しさ、社会の仕組みが分かるときの感

動などをみんなで学びます。 

数 学 

数学は、考えて問題や課題に取り組み、答えを導くまでの過程に重点を置いています。難

しいと感じる時でも、諦めずに根気強く考え取り組むことが大切です。問題ができた・わ

かった時の感動を大切に、楽しく数学を学びます。授業を通して、論理的に考える力・答

えを導く発想力・相手にわかりやすく説明する表現力の育成を目指します。 

理 科 

物理、化学、生物、地学、それぞれの内容を小学校の理科よりも専門的に学びます。観察・

実験を通して科学に対して興味をもち、深く考える力を養うのが中学校の理科です。日常

生活から様々な物や現象に関心をもって取り組みましょう。 

音 楽 

主に歌唱・鑑賞・器楽の授業です。歌唱は、混声合唱です。パートリーダーを中心に、生

徒主体で練習を行います。指揮者や伴奏者となって活躍する生徒もいます。鑑賞は、西洋

音楽や日本音楽の曲を聴き、その楽曲や作曲者などについて学びます。器楽は、アルトリ

コーダーや和楽器の演奏をします。音楽活動の楽しさを体験し、豊かな心を育みましょう。 

美 術 

美術では、感じ取ったことや考えたことなどを基に絵画や彫刻などに表現する活動と、伝

える、使うなどの目的や機能を考えてデザインや工芸に表す活動を行います。自分の表現

したいものを描くための知識や技術を身に付けるだけにとどまらず、試行錯誤を繰り返し

ながら感性を磨き、良い作品を鑑賞することで豊かな人間性を育んでいきましょう。 
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保 健 

体 育 

保健体育科では、体育分野（体つくり運動、球技、水泳、陸上競技、器械運動、武道、ダ

ンス、体育理論）と保健分野（心や体の健康、病気の予防、安全など）について学びます。

中学生の頃は、心も体も急激に成長するとても大切な時期です。基礎的な知識や技能を学

び、それを活用する学習を通して、実社会や生活で役立つ力を身につけていきましょう。 

技 術 

家 庭 

技術・家庭科では、よりよい生活や社会について学習します。技術分野では身の回りの材

料・生物・エネルギー・情報を、家庭分野では小学校の学習を基盤として衣食住に関する

内容を扱います。基本的な知識を学び、モノをつくる活動を通して身の回りの問題を解決

していく方法を学び、よりよい生活や社会を「つくる」人を目指します。 

外国語 

(英語) 

英語では「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」を学習します。毎日予習・

復習し繰り返し練習することが大切です。机に向かうだけでなくスピーチや作品作りとい

った活動も行います。 

道 徳 

道徳科は道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考

え、自己の生き方について考えを深める学習活動です。学校の教育活動全体を通じて行う

道徳教育の要であり、教育活動で行われた指導を補ったり、深めたり、まとめたりするな

どの役割もあります。 

総合的な 

学 習 の 

時 間 

自分の考えをもち、それを的確に表現できるようになるため、テーマを設定し、一人一人

が主体的・積極的な体験活動・言語活動に取り組みます。また、グループ学習等に積極的

に取り組み、話し合いや協力し合う活動に取り組みます。これにより、互いに学び合い認

め合う心を培い、意欲をもって主体的・探究的に取り組む姿勢を培います。 

特 別 

活 動 

学校生活を充実したものにするために、各教科の授業以外に学級活動の時間があります。
例えば「学級をよりよくするための話し合い活動」「運動会・文化祭などの行事における
活動」「生徒会活動・委員会活動・係活動」などです。中学生になるとこれまで以上に学
級・学年・学校全体のことを考え、自発的・自治的に活動することが求められます。 

 

３ 基礎学力のより一層の定着を図るための松江第二中学校の取り組み 

(１)個に応じた効果的な指導の実践 

数学・英語で習熟度別少人数指導を実践し、個に応じた指導を徹底し、基礎・基本の一層の定着

を図ります。 
 

(２)教育活動全般を通じて、生徒の考えを発表させる指導の徹底 

授業等で生徒が自らの考えを表現し発表する場面をできるだけ多く設定した指導を徹底し、生徒

の思考力・表現力の育成を図ります。 
 

(３)家庭学習の定着 

家庭学習ノートの作成や、各種コンテスト等を定期的に実践し、家庭学習の取り組みを習慣化さ

せます。 
 

(４)各検定の実施 

定期的に漢字検定・数学検定・英語検定を実施し、目標は３級以上の取得者の増加です。 
 

（５)放課後学習教室 

  外部講師が来校し、数学・英語の補習学習を定期的に実施し、学力補充を図ります。希望生 

徒が参加します。 
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1 日 の 生 活 時 程（令和７年度）    時間割例（令和８年度１年生 ４月～７月） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江第二中学校での生活  

学校における集団生活を豊かにするため、「学校生活のきまり」を定めています。（抜粋） 

 

１ 登 校 登校時間は年間を通じて、８：００～８：２０です。自転車通学は禁止です。 

    

２ 下 校 下校時刻は６時間授業の日は１５：５５、５時間授業の日は１４：5５です。 

部活動や委員会などの最終下校時刻は１８：００です。 

 

 

３ 服装等 標準服    生徒・保護者の選択制 

      体育着    ピステトレーニングウエア 

      通学バッグ 機能性を重視した多機能バッグ 

 通学靴   運動靴（華美でないもの）、黒・茶の通学靴 

         上履き・体育館履き（共通）  学校指定の運動靴 

 

 

  月 火 水 木 金 

１
校
時 

学
活 

家
庭 

数
学 

数
学 

国
語 

２
校
時 

社
会 

英
語 

英
語 

英
語 

保
健
体
育 

３
校
時 

数
学 

技
術 

社
会 

保
健
体
育 

英
語 

４
校
時 

国
語 

数
学 

保
健
体
育 

理
科 

社
会 

５
校
時 

音
楽 

音
／
美 

国
語 

国
語 

理
科 

６
校
時 

理
科 

総
合 

 道
徳 

美
術 

  時     間 

登 校 ８：００ ～ ８：２０ 

出席確認 ８：２５ 

朝学習・朝読書 ８：２５ ～ ８：３５ 

朝学活 ８：３５ ～ ８：４０ 

1 校 時 ８：４５ ～ ９：３５ 

２ 校 時 ９：４５ ～１０：３５ 

３ 校 時 １０：４５ ～１１：３５ 

４ 校 時 １１：４５ ～１２：３５ 

給  食 １２：３５ ～１３：０５ 

昼 休 み １３：０５ ～１３：２５ 

５ 校 時 １３：３０ ～１４：２０ 

６ 校 時 １４：３０ ～１５：２０ 

帰学活 １５：２０ ～１５：３０ 

清 掃 １５：３０ ～１５：４５ 

下 校 １５：５５ 

放課後部活動等 

最終下校時刻 
１８：００ 
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4 部活動 

 部活動の意義は、スポーツや文化に親しませ、学習に意欲的に取り組む姿勢や責任感を養うこと

です。互いに協力し合い、好ましい人間関係を築くことであり、基本的な生活習慣を身に付けるこ

とでもあります。本校では多くの生徒に積極的に部活動の入部を勧めています。 

 

令和８年度 活動している部活動（順不同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                     ※生徒数に応じた適切な部活動数を考え進めています。      

 

 

松江第二中学校での進路指導 
 

【１】基本的な考え方 

 一人ひとりの生徒が自らの生き方を考え、より良い進路選択ができる力を身につけるため、学校の教育活動

全体を通じて進路指導を行っています。 

 具体的には、生徒一人ひとりの能力・適性に応じた進路を実現するために、キャリアパスポートを活用した

振り返り、教育相談、各種調査、学力等の資料を十分に活用して指導にあたっていきます。 
 

【２】さまざまなキャリア教育 

 本校の特色として、「生徒会の募集によるボランティア活動への取り組み」、「体験学習」、「職場体

験」を行っています。 

○ボランティア活動…年間を通じて、区の取り組みである「お背中流し隊」「肩こりなくし隊」及び

生徒会主催の「地域清掃」に生徒会役員本部の募集により生徒が参加します。また、近隣の「中

央地域まつり」や「地区連合運動会」にも有志ボランティアが参加します。それぞれのボランテ

ィア活動に参加した生徒たちは「ボランティア活動の苦労や喜び」を実感し、自らを振り返り、

自己の今後の進路選択に役に立てるなど多くのことを学んでいます。毎年、多くの生徒がボラン

ティア活動に参加しています。 

○体験学習…２年生の林間学校では、大自然の中で現地の方とふれあいながら、様々な体験学習を

行い、自然を愛する心や社会貢献を目指す態度を育成します。 
 

○職業体験「チャレンジ・ザ・ドリーム」…２年生対象に、地域社会・保護者の協力と事業所や区

施設等の応援により、各個人が５日間の職業体験（チャレンジ・ザ・ドリーム）を行い、働くこ

との意義や他人と関わることの大切さを学びます。また、体験を通してコミュニケーション能力

や社会性、及び思いやりの心等の道徳性を身につけるとともに、自分の将来を考える機会とし、

進路を選択し、決定していくことに必要な能力、態度を身につけます。 

部活動名  部活動名  

バスケットボール部 男 野球部 男女 

バスケットボール部 女 陸上部 男女 

バレーボール部 男 ダンス部 男女 

バレーボール部 女 吹奏楽部 男女 

卓球部 男女 
水泳部 

（R９募集しません） 
男女 

園芸・ボランティア部 男女 美術部 男女 

サッカー・フットサル部 男女   



6 

 

【令和７年度卒業生 進路状況（R８3.1９現在）】  

国公立 私立 

都立上野高等学校 愛国高等学校 

都立江戸川高等学校 関東国際高等学校 

都立江戸川高等学校（定時制） 関東第一高等学校 

都立大江戸高等学校 北豊島高等学校 

都立科学技術高等学校 共栄学園高等学校 

都立葛西工科高等学校 滋慶学園高等学校 

都立蔵前工科高等学校 品川エトワール女子高等学校 

都立小合学園高等学校 自由ヶ丘学園高等学校 

都立小岩高等学校 修徳高等学校 

都立小松川高等学校 昭和第一高等学校 

都立篠崎高等学校 女子美術大学付属高等学校 

都立杉並高等学校 第一学院高等学校 

都立墨田川高等学校 大東学園高等学校 

都立墨田工科高等学校 中央学院大学中央高等学校 

都立橘高等学校 中央大学高等学校 

都立東高等学校 東京実業高等学校 

都立深川高等学校 東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校 

都立南葛飾高等学校 朋優高等学校 

都立紅葉川高等学校 中村高等学校 

都立六郷工科高等学校 二松学舎大学附属高等学校 

都立六本木高等学校 日本航空学園高等学校 

 堀越高等学校 

その他：就職 武藏野高等学校 

 四谷学院高等学校 

 立志舎高等学校 
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公立 私立

都立浅草高等学校 私立岩倉高等学校

都立上野高等学校 私立関東国際高等学校

都立江戸川高等学校 私立関東第一高等学校

都立江戸川高等学校（定時） 私立品川エトワール女子高等学校

都立葛西工科高等学校 私立淑徳巣鴨高等学校

都立葛西南高等学校 私立潤徳女子高等学校

都立葛飾総合高等学校 私立昭和第一高等学校

都立小岩高等学校 私立専修大学松戸高等学校

都立工芸高等学校 私立中央大学杉並高等学校

都立江東商業高等学校 私立東京実業高等学校

都立小松川高等学校 私立日本体育大学荏原高等学校

都立小山台高等学校 私立日本大学第一高等学校

都立篠崎高等学校 私立朋優高等学校

都立忍岡高等学校 私立明治学院高等学校

都立城東高等学校 私立安田学園高等学校

都立墨田工科高等学校 私立立志舎高等学校

都立第三商業高等学校 私立大原学園美空高等学校

都立田柄高等学校 中央大学高等学校

都立竹台高等学校 日本大学櫻丘高等学校

都立橘高等学校 N高等学校

都立日本橋高等学校 飛鳥未来きぼう高等学校

都立農産高等学校 クラーク記念国際高等学校

都立晴海総合等学校

都立深川高等学校

都立本所高等学校

都立紅葉川高等学校 その他（企業内訓練校）

都立八潮高等学校 日野工業高等学園

都立六郷工科高等学校

都立南葛飾高等学校

県立浦安高等学校

国立東京科学大学附属科学技術高等学校
 


